
志、未来へ。
長岡

日本海に沈む夕日（寺泊）日本海に沈む夕日（寺泊）

観音寺と八石山（小国）観音寺と八石山（小国）

中山隧道（山古志）中山隧道（山古志）

やな場（川口）やな場（川口）

6 月定例会

一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

　
６
月
定
例
会
は
６
月
14
日
か
ら
27
日
ま
で

の
14
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
平
成

28
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
補
正
予
算

な
ど
市
長
提
出
議
案
等
30
件
、
請
願
１
件
を

審
議
し
ま
し
た
。

　
議
案
の
審
議
結
果
に
つ
い
て
は
、
５
ペ
ー

ジ
の
会
派
別
議
案
等
賛
否
一
覧
表
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

補
正
予
算
の
概
要

■
若
者
発
・
子
育
て
応
援
事
業
費
　
　
　
　
　  

　
　
　
　 

４
７
０
万
円

■
市
の
魚
「
錦
鯉
」
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
推
進
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
１
、０
６
７
万
４
千
円

■
地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整
備
等
事
業
費
　  

　
　
１
、２
８
６
万
１
千
円

■
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
費
　
　
　  

　
　
２
、２
３
１
万
７
千
円

古川原直人議員
（在職10年以上）

杵渕俊久議員
（在職15年以上）

小熊正志議員
（在職25年以上）

関正史議員
（在職15年以上）

山田省吾議員
（在職10年以上）

提案理由の説明を行う森市長

　全国市議会議長会及び北信越市議会議長会から、永年に
わたり市政発展に尽くした功績が認められ、５名の議員が
表彰されました。

補正予算の概要  　   　　 1
議員表彰　　　　　    　  １
一般質問　　　　　  　    ２
特別委員会の中間報告   　4

〈目次〉
新しい委員の選任　　　　 　　     ４
常任委員会の所管に関する質問　　5
会派別議案等賛否一覧表　　　 　５
市議会の活動状況　　　　　　　 ６

９月定例会の日程

議員表彰

1

号198
2016.９.１
編集・発行／長岡市議会

市議会だより市議会だよりなが
おか
なが
おか

http://www.city.nagaoka.niigata.jp/shigikai/index.htmlホームページで議会の録画映像を配信中 ➡ 

6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 20 21 22 23 27
火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 火 水 木 金 火

本
会
議（
招
集
日
）

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議（
※
）

本
会
議（
※
）

本
会
議（
※
）

建
設
委
員
会

産
業
市
民
委
員
会

文
教
福
祉
委
員
会

総
務
委
員
会

決
算
審
査

特
別
委
員
会

決
算
審
査

特
別
委
員
会

秋
分
の
日

決
算
審
査

特
別
委
員
会

本
会
議（
最
終
日
）

議
会
運
営
委
員
会

　　　　　　・開　　会　午後１時
　　　　　　・傍聴受付　午後０時30分からアオーレ長岡西棟２階（傍聴受付）にて
　　　　　　・定　　員　65人、車いす席２人、親子傍聴席10人
　　　　　　・開　　会　午前11時30分
　　　　　　・傍聴受付　午前11時からアオーレ長岡西棟４階（議会事務局）にて
　　　　　　・定　　員　12人
　　　　　　・開　　会　午前10時
　　　　　　・傍聴受付　午前９時30分からアオーレ長岡西棟４階（議会事務局）にて
　　　　　　・定　　員　12人
（※）９月７日㈬～９日㈮の本会議は、一般質問者の人数により日程が短縮される場合があります。

本会議

議会運営
委員会

その他
委員会
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おか
なが
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2

　
　
　
今
後
早
期
に
退
役
自
衛
官
の
採

　
　
用
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
本
市

の
考
え
は
ど
う
か
。

　
　
　
自
衛
隊
が
果
た
す
災
害
派
遣
の

　
　
役
割
は
非
常
に
大
き
く
、
人
命
救

助
、
給
水
、
炊
き
出
し
、
物
資
輸
送
な
ど

の
支
援
活
動
は
被
災
自
治
体
、
被
災
住

民
に
と
っ
て
大
変
心
強
い
も
の
で
あ
り
、

中
越
大
震
災
を
経
験
し
た
本
市
で
は
、

そ
の
重
要
性
を
十
分
認
識
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
本
市
を
管
轄
す
る
陸
上
自
衛

隊
高
田
駐
屯
地
か
ら
災
害
時
に
支
援
が

速
や
か
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
毎
年
市

が
行
っ
て
い
る
総
合
防
災
訓
練
に
参
加

い
た
だ
い
て
い
る
。
自
衛
隊
と
の
連
携

に
向
け
た
取
り
組
み
や
市
役
所
全
体
の

危
機
管
理
、
防
災
能
力
の
向
上
を
図
っ

て
い
く
中
で
退
役
自
衛
官
の
採
用
に
つ

い
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
ハ
ク
ビ
シ
ン
の
被
害
防
止
の
た

　
　
め
に
実
施
し
て
い
る
取
り
組
み
と

実
績
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
本
市
で
は
本
年
４
月
に
長
岡
市

　
　
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
を
立
ち
上

げ
、
関
係
部
局
が
連
携
し
、
農
作
物
や

人
身
被
害
の
未
然
防
止
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
近
年
、
都
市
の
住
宅
地
で

も
ハ
ク
ビ
シ
ン
は
確
認
さ
れ
て
お
り
、

住
宅
へ
の
侵
入
に
よ
る
住
環
境
被
害
の

市
民
か
ら
の
相
談
が
平
成
25
年
度
は
16

件
、
26
年
度
は
38
件
、
そ
し
て
昨
年
度

は
27
件
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
25
年
度
か
ら
住
環
境
被
害
の

相
談
を
受
け
た
場
合
、
野
生
動
物
の
防

除
専
門
業
者
を
現
地
に
派
遣
し
対
応
を

行
っ
て
お
り
、
市
民
か
ら
は
助
か
っ
た

と
い
う
声
も
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
後

も
本
業
務
の
充
実
と
被
害
防
止
対
策
に

つ
い
て
周
知
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
米
百
俵
の
精
神
を
生
か
し
た
本

　
　
市
の
教
育
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
本
市
が
世
界
に
誇
る
米
百
俵
の

　
　
精
神
は
、
人
づ
く
り
を
第
一
と
す

る
明
治
初
期
の
故
事
に
由
来
し
て
い
る
。

　
こ
の
精
神
に
基
づ
き
本
市
が
行
っ
て

い
る
「
熱
中
！
感
動
！
夢
づ
く
り
教
育
」

に
お
い
て
、
現
場
の
校
長
や
学
識
経
験

者
か
ら
「
子
ど
も
の
意
欲
・
や
る
気
が

高
ま
っ
た
、
や
る
気
を
引
き
出
し
て
い

る
」
な
ど
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
評
価
を
土
台
に

今
ま
で
の
理
念
に
志
を
新
た
に
加
え
、

夢
を
描
き
、
志
を
立
て
る
力
と
生
き
抜

く
自
信
を
育
む
理
念
の
も
と
、
さ
ら
に

施
策
を
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
家
庭
教
育
機
能
の
低
下
対
策
と

　
　
し
て
、
訪
問
型
家
庭
教
育
支
援
に

進
化
・
発
展
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
、
本
市
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　
本
市
で
は
、
訪
問
型
教
育
相
談

　
　
の
強
化
と
し
て
、
児
童
・
生
徒
に

対
し
何
か
変
わ
っ
た
様
子
が
あ
れ
ば
す

ぐ
に
教
育
相
談
や
家
庭
訪
問
等
を
行
い
、

き
め
細
や
か
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
子
ど
も
ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー
ト

事
業
を
平
成
14
年
度
か
ら
実
施
し
、
各

中
学
校
区
ご
と
の
地
区
サ
ポ
ー
ト
チ
ー

ム
が
地
域
と
連
携
し
た
家
庭
教
育
力
の

向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
こ
の
地
区
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
は
、
子

ど
も
た
ち
の
情
報
交
換
や
あ
い
さ
つ
運

動
、
登
下
校
の
見
守
り
な
ど
、
地
域
の

実
情
に
合
わ
せ
た
活
動
で
家
庭
教
育
支

援
チ
ー
ム
の
機
能
を
担
っ
て
い
る
。
今

後
も
地
域
や
関
係
機
関
と
密
に
連
携
し
、

家
庭
教
育
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
所
有
者
不
明
の
土
地
問
題
と
そ
の
対

策
に
つ
い
て

広井　晃 議員
（２期・市民クラブ）

　
　
　
多
文
化
共
生
社
会
を
推
進
す
る

　
　
た
め
の
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　
　
現
在
、
本
市
に
は
約
２
千
人
の

　
　
外
国
人
市
民
が
在
住
し
て
い
る
。

日
常
生
活
の
支
援
と
し
て
、
多
言
語
に

よ
る
情
報
誌
の
発
行
や
Ｆ
Ｍ
放
送
の
提

供
、
初
歩
の
日
本
語
習
得
の
た
め
の
講

座
や
学
校
で
の
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。

　
今
年
度
は
、
施
策
の
指
針
と
な
る
多

文
化
共
生
大
綱
を
策
定
す
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
、
留
学
生
や
在
住
外
国
人

の
支
援
を
し
て
い
る
方
々
や
、
関
係
団

体
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
重
ね
、
具

体
的
な
方
針
を
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
今
後
も
、
留
学
生
が
所
属
す
る
各
大

学
や
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

引
き
続
き
多
文
化
共
生
の
た
め
の
施
策

を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
多
文
化
共
生
社
会
を
推
進
し
て

　
　
い
く
中
で
の
和
文
化
教
育
、国
際

理
解
教
育
に
対
す
る
本
市
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
本
市
で
は
、
国
語
な
ど
の
教
科

　
　
に
お
い
て
、
機
会
を
捉
え
て
日
本

の
伝
統
文
化
に
関
す
る
教
育
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
市
内
の
多
く
の
小
・
中
学

校
で
は
「
よ
う
こ
そ
ま
ち
の
先
生
事
業
」

を
活
用
し
、
作
法
や
礼
節
、
伝
統
的
な

所
作
や
立
ち
振
る
舞
い
を
学
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
市
独
自
で
保
育
園
か
ら
中
学

校
ま
で
継
続
し
て
外
国
語
指
導
助
手
や

日
本
人
英
語
指
導
員
を
派
遣
し
、
外
国

語
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
今
後
も
、
日
本
の
伝
統
文
化
に
誇
り

と
愛
着
を
持
ち
、
国
際
社
会
に
生
き
る

一
員
と
し
て
将
来
堂
々
と
意
見
交
換
な

ど
が
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
、

そ
の
土
台
づ
く
り
と
な
る
教
育
に
力
を

注
い
で
い
き
た
い
。

加藤　尚登 議員
（３期・市民クラブ）

　
　
　
昭
和
56
年
以
前
に
建
設
さ
れ
た

　
　
栃
尾
・
中
之
島
・
与
板
・
川
口
の

４
支
所
庁
舎
の
耐
震
診
断
の
実
施
状
況

及
び
耐
震
改
修
や
建
て
替
え
に
つ
い
て
、

本
市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
中
之
島
・
栃
尾
・
川
口
の
３
つ

　
　
の
支
所
庁
舎
で
耐
震
診
断
を
実
施

し
た
結
果
、
栃
尾
・
川
口
支
所
に
つ
い

て
は
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
と
い
う

結
果
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
与
板
支
所
庁

舎
で
は
耐
震
診
断
を
実
施
し
て
い
な
い

が
、
耐
震
改
修
な
ど
の
対
応
が
必
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
支
所
庁
舎
の
耐
震
化
や
建
て
替
え
に

つ
い
て
は
、
ま
ず
は
地
域
の
将
来
像
に

つ
い
て
検
討
し
、
そ
の
上
で
支
所
の
役

　
　
　
年
度
途
中
で
は
希
望
す
る
保
育

　
　
園
に
入
園
で
き
な
い
実
態
に
あ
る

と
聞
い
て
い
る
。
速
や
か
な
改
善
を
図

る
べ
き
と
思
う
が
、
本
市
の
考
え
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
　
本
市
の
年
度
途
中
で
の
入
園
に

　
　
つ
い
て
は
、
育
児
休
業
明
け
の
３

歳
未
満
児
の
入
園
希
望
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
り
、
園
で
受
け
入
れ
は
可
能
な
状
況

で
あ
る
。
し
か
し
、
年
度
後
半
に
な
る
と
、

保
護
者
が
希
望
す
る
園
へ
入
園
し
づ
ら

い
状
況
に
な
る
こ
と
も
認
識
し
て
い
る
。

　
本
市
と
し
て
は
、
新
規
施
設
の
整
備

や
子
育
て
支
援
員
の
活
用
な
ど
、
引
き

続
き
保
護
者
の
希
望
す
る
園
へ
入
園
で

き
る
よ
う
、
受
け
皿
の
確
保
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

　
　
　
今
年
度
か
ら
子
育
て
支
援
員
制

　
　
度
を
創
設
し
、
保
育
士
の
資
格
を

持
つ
職
員
が
２
分
の
１
以
上
で
よ
い
と

す
る
小
規
模
保
育
施
設
Ｂ
型
が
認
可
さ

れ
た
。
保
育
の
質
確
保
の
た
め
に
も
、

安
易
な
Ｂ
型
の
拡
大
や
Ｃ
型
の
新
設
は

す
べ
き
で
は
な
い
と
思
う
が
本
市
の
考

え
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
本
市
で
は
、
認
可
保
育
園
と
一

　
　
体
的
に
整
備
す
る
場
合
に
限
り
、

小
規
模
保
育
施
設
Ｂ
型
を
認
可
し
て
い

る
。
こ
れ
は
年
度
途
中
に
お
い
て
自
宅

や
職
場
近
く
の
保
育
園
に
入
園
さ
せ
た

い
と
い
っ
た
保
護
者
の
希
望
に
応
え
る

た
め
の
方
策
の
一
つ
と
し
て
導
入
し
た

も
の
で
あ
る
。

　
子
育
て
支
援
員
の
就
職
後
も
継
続
的

に
研
修
を
行
う
な
ど
、Ｂ
型
の
質
の
確

保
に
配
慮
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
本
市
で
は
認
可
保
育
園
の
管

理
下
で
運
営
す
る
場
合
の
Ｂ
型
と
、
全

員
保
育
士
で
運
営
す
る
場
合
の
Ａ
型
を

原
則
と
し
、
保
育
士
が
い
な
い
Ｃ
型
は

認
可
し
な
い
方
向
で
考
え
て
い
る
。

　
　
　
地
方
創
生
の
今
こ
そ
原
点
を
見

　
　
つ
め
直
し
、
未
来
に
繋
が
る
節
目

と
捉
え
、
開
府
四
百
年
を
祝
賀
し
、
学

び
、
後
世
へ
継
承
す
る
イ
ベ
ン
ト
で

あ
っ
て
欲
し
い
と
願
う
。
一
般
的
な
式

典
な
ど
を
開
催
し
て
終
わ
る
だ
け
で
な

く
、
本
番
前
後
の
年
も
含
め
、
中
期
的

な
取
り
組
み
で
全
国
・
世
界
に
発
信
し

て
い
く
起
爆
剤
で
あ
る
べ
き
と
思
う
が
、

本
市
の
考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
ま
ち
の
歴
史
・
文
化
・
伝
統
を

　
　
改
め
て
見
つ
め
直
し
、
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
、
全
て
の
世
代
が
長

岡
へ
の
愛
着
と
誇
り
を
高
め
、
ふ
る
さ

と
の
魅
力
を
広
く
国
内
外
に
発
信
す
る

チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
現
在
、
長
岡
開
府
四
百
年
記
念
事
業

実
行
委
員
会
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な

事
業
を
実
施
す
る
か
検
討
を
進
め
て
い

る
。
今
後
も
Ｐ
Ｒ
冊
子
を
定
期
的
に
発

行
す
る
ほ
か
、大
正
６
年
に
開
催
さ
れ
た

長
岡
開
府
三
百
年
祭
で
実
施
し
た
事
業

の
よ
う
に
、
市
民
が
総
参
加
で
き
る
態

勢
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
学
校
施
設
の
窓
ガ
ラ
ス
の
飛
散

　
　
防
止
対
策
は
、
災
害
時
に
子
ど
も

た
ち
の
怪
我
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
避
難

経
路
や
避
難
所
に
な
る
体
育
館
の
安
全

確
保
な
ど
、
重
要
な
対
策
で
あ
る
が
、

本
市
の
考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
窓
ガ
ラ
ス
の
飛
散
か
ら
子
ど
も

　
　
た
ち
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
は

重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
特
に

避
難
所
と
な
る
屋
内
運
動
場
に
は
多
く

の
学
校
で
強
化
ガ
ラ
ス
を
使
用
し
て
い
る
。

　
今
後
も
国
の
動
向
を
見
極
め
な
が
ら

大
規
模
工
事
等
の
中
で
対
策
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

中村　耕一 議員
（３期・長岡市公明党）

田中　茂樹 議員
（１期・市民クラブ）

服部　耕一 議員
（１期・共産党市議団）

諸橋　虎雄 議員
（４期・共産党市議団）

退
役
自
衛
官
の
採
用
に
つ
い
て

獣
害
対
策
に
つ
い
て

長
岡
市
の
教
育
に
つ
い
て

支
所
庁
舎
の
耐
震
化
に
つ
い
て

集
中
豪
雨
災
害
対
策
に
つ
い
て

保
育
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て

長
岡
開
府
四
百
年
事
業
に
つ
い
て

熊
本
地
震
か
ら
考
え
る

 

　
　
　
　耐
震
対
策
に
つ
い
て

多
文
化
共
生
社
会
の
推
進
に
つ
い
て

※１　ハクビシン：体長50～75cm、体色はこげ茶色で鼻筋が白く、体全体が細長い夜行性の野生生物で、果実や種子などを餌としている。軒下などから家屋に浸入し、屋根裏などに住みつく場合がある。
※２　小規模保育施設：３歳未満の保育が必要な子供に対し、比較的小規模（利用定員６人以上19人以下）で家庭的な雰囲気の中で、きめ細やかな保育を実施するサービス。
　　　　　　　　　　　全員保育士の資格が必要なＡ型と、保育士資格が不要なＣ型、２分の１以上保育士がいればよいＢ型の３タイプがある。

６
月
定
例
会
　
12
人
が
一
般
質
問
　
主
な
質
問
と
答
弁
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

割
や
あ
り
方
を
し
っ
か
り
と
整
理
し
た

後
、
他
の
市
有
施
設
の
有
効
利
用
な
ど

も
含
め
て
総
合
的
に
対
応
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　
　
　
平
成
25
年
７
月
・
８
月
豪
雨
災

　
　
害
で
は
、
谷
内
１
丁
目
、
２
丁
目
、

栃
尾
本
町
に
お
い
て
床
上
・
床
下
浸
水

の
被
害
が
発
生
し
た
。
こ
の
災
害
か
ら

３
年
近
く
が
経
過
し
た
が
、
本
市
で
は

ど
の
よ
う
に
検
討
し
、
対
策
を
講
じ
て

き
た
の
か
を
伺
う
。

　
　
　
近
年
、
地
震
や
集
中
豪
雨
な
ど

　
　
の
自
然
災
害
が
頻
発
す
る
中
で
、

市
民
の
安
全
・
安
心
と
財
産
を
守
る
こ

と
は
大
変
重
要
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
豪
雨
災
害
を
受
け
、
同
年
９
月

に
は
関
係
10
区
長
連
名
の
復
旧
要
望
書

が
提
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
河
川
の
管

理
者
で
あ
る
新
潟
県
は
周
辺
民
家
の
浸

水
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
の
河
床
掘

削
・
整
正
な
ど
を
進
め
て
き
た
。

　
今
後
も
市
と
地
元
が
連
携
し
、
地
元

の
熱
意
を
し
っ
か
り
県
へ
伝
え
て
い
き

た
い
。

※

１

※

2

　
　
　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
合
意
内
容
が
及

　
　
ぼ
す
本
市
へ
の
影
響
に
つ
い
て
見

解
を
伺
う
。

　
　
　
国
は
、
協
定
発
効
後
の
農
業
経

　
　
営
の
安
定
に
万
全
を
期
す
た
め
、

攻
め
の
農
林
水
産
業
へ
の
転
換
を
柱
と

し
た
総
合
的
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
政
策
大
綱

を
定
め
、
経
営
安
定
対
策
の
充
実
等
の

措
置
な
ど
、
よ
り
具
体
的
な
施
策
を
打

ち
出
し
な
が
ら
農
家
の
不
安
払
拭
を
図

っ
て
い
る
。

　
本
市
と
し
て
は
、
協
定
発
効
後
の
情

勢
を
見
極
め
な
が
ら
、
が
ん
ば
る
担
い

手
支
援
や
新
規
就
農
者
育
成
支
援
な
ど
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
施
策
の
充
実
に
努
め

て
い
き
た
い
。

　
　
　
米
価
の
下
落
な
ど
に
よ
る
中
山

　
　
間
地
域
の
農
家
の
深
刻
な
実
態
に

対
す
る
認
識
と
そ
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　
中
山
間
地
域
の
活
性
化
は
地
方

　
　
創
生
の
中
で
も
大
き
な
課
題
で
あ

り
、
山
か
ら
海
ま
で
多
様
に
異
な
る
地

域
条
件
の
中
で
固
有
の
資
源
や
人
材
を

生
か
し
た
地
域
の
創
意
あ
る
取
り
組
み

が
大
変
重
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
本
市
で
は
、
今
年
度
か
ら
若
手
芸
人

が
実
際
に
１
年
間
和
島
地
域
で
生
活
し
、

米
作
り
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、

農
業
の
振
興
が
地
方
創
生
の
中
で
１
つ

の
大
き
な
流
れ
に
な
っ
て
い
る
証
拠
で

あ
り
、
長
岡
の
農
業
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

の
高
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
生
か
し
た
観
光
・

交
流
、
商
工
、
福
祉
と
の
連
携
な
ど
、

複
合
的
な
施
策
の
展
開
が
今
後
も
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

細井　良雄 議員
（３期・共産党市議団）

　
　
　
福
島
第
一
原
発
の
事
故
を
踏
ま

　
　
え
、
可
視
化
さ
れ
た
情
報
伝
達
シ

ス
テ
ム
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、
本
市

の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　
原
子
力
災
害
に
お
い
て
重
要
な

　
　
こ
と
は
、
正
確
な
情
報
に
基
づ
き

慌
て
ず
整
然
と
行
動
す
る
こ
と
で
あ
る

と
考
え
る
。

　
緊
急
時
に
は
、
国
や
県
か
ら
情
報
が

入
る
と
と
も
に
、
事
業
者
か
ら
は
安
全

協
定
に
基
づ
き
直
接
電
話
や
メ
ー
ル
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
な
ど
で
通
報
が
入
り
、
さ

ら
に
職
員
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
情
報
の
伝
達
は
、
緊
急
告

知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
、
エ
リ
ア
メ
ー
ル
、
テ

レ
ビ
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
あ
ら
ゆ

る
手
段
を
活
用
し
、
市
民
に
対
し
迅
速

に
提
供
し
て
い
く
。

　
　
　
福
島
第
一
原
発
の
現
地
視
察
の

　
　
結
果
を
今
後
の
広
域
避
難
に
ど
う

つ
な
げ
て
い
く
の
か
伺
う
。

　
　
　
今
回
の
視
察
で
は
、
徹
底
し
た

　
　
安
全
対
策
に
加
え
、
広
域
避
難
に

お
け
る
国
や
県
な
ど
関
係
機
関
に
よ
る

支
援
体
制
の
構
築
が
重
要
で
あ
る
と
認

識
し
た
。

　
現
地
視
察
し
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
で
は
、
施
設
内
外
の
放
射
線
量
な
ど

を
考
慮
し
た
冷
静
な
対
応
を
と
り
、
事

故
後
は
福
島
県
内
の
社
会
福
祉
施
設
と

連
携
し
、
県
や
社
会
福
祉
協
議
会
と
相

談
し
な
が
ら
、
最
終
的
に
東
北
６
県
と

の
応
援
協
定
締
結
に
至
っ
て
い
る
。

　
こ
の
視
察
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
国

や
県
な
ど
の
関
係
機
関
へ
提
供
し
た
の

で
、
今
後
の
支
援
体
制
の
構
築
議
論
に

生
か
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
。

庭
の
経
済
状
況
に
か
か
わ
ら
ず
子
ど
も

た
ち
が
安
心
し
て
学
べ
る
環
境
づ
く
り

を
進
め
る
」
こ
と
を
掲
げ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
今
後
も
全
て
の
子
ど
も
が
夢
と
希
望

を
持
っ
て
生
活
で
き
る
社
会
の
実
現
に

向
け
て
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

　
　
　
今
国
会
で
成
立
し
た
児
童
扶
養

　
　
手
当
法
の
改
正
内
容
と
実
施
時
期

等
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
こ
の
た
び
の
児
童
扶
養
手
当
法

　
　
の
改
正
内
容
と
し
て
は
、
経
済
的

負
担
が
大
き
い
第
２
子
及
び
第
３
子
以

降
の
加
算
額
が
増
額
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
。
具
体
的
に
は
、
第
２
子
の
月
額
加

算
額
５
千
円
が
最
大
１
万
円
に
、
第
３

子
以
降
の
１
人
当
た
り
の
月
額
加
算
額

３
千
円
が
最
大
６
千
円
と
な
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
世
帯
で
所
得
に
応
じ
て
増
額
さ

れ
る
。

　
児
童
扶
養
手
当
の
拡
充
は
、
28
年
８

月
分
か
ら
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て

お
り
、
本
市
と
し
て
は
国
の
改
正
内
容

に
沿
っ
た
準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

笠井　則雄 議員
（５期・共産党市議団）

　
　
　
過
去
の
答
弁
を
踏
ま
え
て
考
え

　
　
た
場
合
、
柏
崎
刈
羽
原
発
に
対
し

て
、
国
や
事
業
者
の
検
討
結
果
を
う
の

み
に
せ
ず
に
市
と
し
て
再
稼
働
の
是
非

を
判
断
す
る
こ
と
が
、
本
市
と
し
て
の

基
本
姿
勢
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。

　
新
規
制
基
準
の
適
合
性
審
査
に
合
格

し
た
場
合
、
市
は
国
・
県
・
事
業
者
な

ど
か
ら
再
稼
働
に
対
す
る
同
意
を
求
め

ら
れ
る
立
場
に
あ
る
の
か
。

　
ま
た
、
市
の
判
断
結
果
を
ど
こ
に
ど

の
よ
う
な
仕
組
み
で
伝
え
る
の
か
。

　
　
　
再
稼
働
に
つ
い
て
は
、
国
は
そ

　
　
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
に
応
じ
て

理
解
と
協
力
を
求
め
る
と
し
て
い
る
が
、

ま
だ
当
地
域
で
の
進
め
方
は
定
ま
っ
て

い
な
い
の
で
、
同
意
を
求
め
ら
れ
る
か

に
つ
い
て
は
答
え
ら
れ
な
い
。

　
ま
た
、
現
在
は
新
規
制
基
準
に
基
づ

き
適
合
性
審
査
中
で
あ
り
、
審
査
結
果

を
把
握
し
た
う
え
で
判
断
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
よ
っ
て
、
現
時
点

で
は
、
判
断
結
果
を
伝
え
る
手
段
を
答

え
る
段
階
に
は
来
て
い
な
い
と
考
え
て

い
る
。

　
　
　
再
稼
働
に
対
す
る
市
の
判
断
を

　
　
国
・
県
・
事
業
者
な
ど
に
伝
え
る

仕
組
み
が
整
っ
て
い
な
い
現
在
の
状
況

で
、
市
は
何
の
た
め
に
判
断
を
す
る
の

か
。

　
　
　
柏
崎
刈
羽
原
発
に
つ
い
て
は
、

　
　
現
在
、
適
合
性
の
審
査
中
で
あ
り
、

審
査
結
果
が
明
ら
か
に
な
っ
た
場
合
に

は
、
国
・
県
・
立
地
自
治
体
等
の
判
断

を
見
極
め
な
が
ら
判
断
を
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
何
も
し
な
い
と
い
う
判
断

を
す
る
場
合
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
化
学
物
質
の
削
減
に
つ
い
て

関　貴志 議員
（５期・無所属）

　
　
　
国
内
外
の
交
流
人
口
を
増
や
す

　
　
た
め
、
火
焔
型
土
器
を
東
京
五
輪

の
聖
火
台
に
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

本
市
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　
本
市
で
は
、
長
岡
市
を
含
む
４

　
　
市
１
町
で
構
成
す
る
信
濃
川
火
焔

街
道
連
携
協
議
会
を
組
織
し
、
国
へ
の

陳
情
活
動
の
ほ
か
、
全
国
の
自
治
体
に

呼
び
か
け
て
縄
文
文
化
発
信
サ
ポ
ー
タ

ー
ズ
の
設
立
・
準
備
を
行
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
は
火
焔
型
土
器
を
聖
火
台
に
す

る
前
に
、
縄
文
文
化
と
い
う
も
の
を
も

っ
と
日
本
人
自
ら
も
価
値
を
知
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
、
そ
し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
期
間
に
様
々
な
情
報
発
信
を
し
て

関　充夫 議員
（３期・しん長岡クラブ）

　
　
　
本
市
で
の
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ

　
　
シ
ョ
ン
に
よ
る
交
流
人
口
増
加
に

向
け
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
本
市
は
こ
れ
ま
で
映
画
を
は
じ

　
　
め
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
や
Ｃ
Ｍ
、
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
の
撮
影
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
ロ
ケ
地
に
選
ば
れ
て
お
り
、

ロ
ケ
地
マ
ッ
プ
の
作
成
、
ロ
ケ
地
め
ぐ

り
バ
ス
ツ
ア
ー
の
開
催
な
ど
を
行
っ
て

き
た
。

　
今
後
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
る

Ｐ
Ｒ
や
関
係
者
へ
の
働
き
か
け
の
ほ
か
、

長
岡
ロ
ケ
な
び
と
連
携
し
て
積
極
的
に

撮
影
誘
致
に
取
り
組
み
、
引
き
続
き
交

流
人
口
の
増
加
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
誘
致
を
推

　
　
進
す
る
た
め
の
本
市
の
考
え
を
伺

う
。

　
　
　
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
誘
致
は
、

　
　
年
間
を
通
じ
た
交
流
人
口
の
増
加

に
向
け
た
有
効
な
施
策
と
考
え
て
い
る
。

　
本
市
で
の
開
催
実
績
は
、
平
成
23
年

度
が
54
件
、
27
年
度
は
117
件
と
な
っ
て

お
り
、
ア
オ
ー
レ
長
岡
の
完
成
に
よ
り

開
催
件
数
が
倍
増
し
て
い
る
。
こ
の
こ

と
は
、
駅
と
直
結
し
、
交
通
利
便
性
の

優
れ
た
ア
オ
ー
レ
長
岡
に
よ
る
効
果
が

大
き
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
本
市

は
、
首
都
圏
か
ら
の
優
れ
た
ア
ク
セ
ス

環
境
の
ほ
か
、
ハ
イ
ブ
長
岡
や
リ
リ
ッ

ク
ホ
ー
ル
な
ど
の
充
実
し
た
受
入
施
設

も
有
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
優
位
性
の
ほ
か
、
長
岡
の
食

な
ど
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も

に
、
３
大
学
１
高
専
を
は
じ
め
と
す
る

教
育
機
関
や
民
間
に
お
け
る
各
種
学
会

等
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
市
全
体
で
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
誘
致
に
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

桑原　望 議員
（４期・無所属）

五十嵐　良一 議員
（１期・民成クラブ）

い
こ
う
と
い
う
会
で
あ
る
。

　
ま
ず
は
縄
文
文
化
が
世
界
に
誇
る
環

境
共
生
型
の
日
本
固
有
の
文
化
で
あ
り
、

そ
の
中
に
聖
火
台
と
い
う
の
が
位
置
づ

け
ら
れ
る
よ
う
に
情
報
発
信
し
て
い
き

た
い
。

　
　
　
長
岡
リ
ジ
ュ
ベ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に

　
　
お
け
る
交
流
人
口
の
将
来
像
を
伺

う
。

　
　
　
長
岡
花
火
や
各
地
域
の
宝
に
よ

　
　
る
観
光
客
の
増
加
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
自
然
体
験
等
に
よ
る
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
や
教
育
旅
行
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
機
会
を
捉
え
て
本
市
を
訪
れ
る
人

を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

　
具
体
的
に
は
、
観
光
や
交
流
事
業
を

き
っ
か
け
と
し
た
顔
の
見
え
る
関
係
づ

く
り
や
、
息
の
長
い
交
流
を
進
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
し
将

来
的
な
定
住
に
つ
な
げ
た
り
、
長
岡
フ

ァ
ン
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
重
要
性

　
　
に
対
す
る
本
市
の
認
識
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　
　
子
ど
も
の
生
ま
れ
育
っ
た
環
境

　
　
に
よ
っ
て
将
来
が
左
右
さ
れ
た
り
、

貧
困
の
連
鎖
に
よ
っ
て
将
来
が
閉
ざ
さ

れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め

に
必
要
な
環
境
の
整
備
、
あ
る
い
は
教

育
の
機
会
均
等
を
図
る
貧
困
対
策
は
、

極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

　
昨
年
の
12
月
に
新
教
育
委
員
会
制
度

に
基
づ
き
策
定
し
た
教
育
大
綱
で
は
、

５
つ
あ
る
指
針
の
１
つ
に
「
保
育
・
教

育
に
か
か
る
費
用
負
担
を
軽
減
し
、
家

※３　フィルムコミッション：映画、テレビドラマ、CM、商業写真など、あらゆるジャンルのロケーション撮影を誘致して、実際のロケをスムーズに進めるためのサポート業務を行う非営利団体をいう。

※

3

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
合
意
内
容
と

そ
の
影
響
に
つ
い
て

長
岡
市
の
米
作
を
中
心
と
し
た

　
　
　
農
業
経
営
の
実
態
と

今
後
の
対
応
に
つ
い
て

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
等
の

現
地
視
察
に
つ
い
て

子
ど
も
の
貧
困
に
つ
い
て

柏
崎
刈
羽
原
発
の

再
稼
働
問
題
に
つ
い
て

長
岡
リ
ジ
ュ
ベ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に

　
お
け
る
交
流
に
つ
い
て

交
流
人
口
増
加
に
つ
い
て

市議会だより市議会だよりなが
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Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
合
意
内
容
が
及

　
　
ぼ
す
本
市
へ
の
影
響
に
つ
い
て
見

解
を
伺
う
。

　
　
　
国
は
、
協
定
発
効
後
の
農
業
経

　
　
営
の
安
定
に
万
全
を
期
す
た
め
、

攻
め
の
農
林
水
産
業
へ
の
転
換
を
柱
と

し
た
総
合
的
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
政
策
大
綱

を
定
め
、
経
営
安
定
対
策
の
充
実
等
の

措
置
な
ど
、
よ
り
具
体
的
な
施
策
を
打

ち
出
し
な
が
ら
農
家
の
不
安
払
拭
を
図

っ
て
い
る
。

　
本
市
と
し
て
は
、
協
定
発
効
後
の
情

勢
を
見
極
め
な
が
ら
、
が
ん
ば
る
担
い

手
支
援
や
新
規
就
農
者
育
成
支
援
な
ど
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
施
策
の
充
実
に
努
め

て
い
き
た
い
。

　
　
　
米
価
の
下
落
な
ど
に
よ
る
中
山

　
　
間
地
域
の
農
家
の
深
刻
な
実
態
に

対
す
る
認
識
と
そ
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　
中
山
間
地
域
の
活
性
化
は
地
方

　
　
創
生
の
中
で
も
大
き
な
課
題
で
あ

り
、
山
か
ら
海
ま
で
多
様
に
異
な
る
地

域
条
件
の
中
で
固
有
の
資
源
や
人
材
を

生
か
し
た
地
域
の
創
意
あ
る
取
り
組
み

が
大
変
重
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
本
市
で
は
、
今
年
度
か
ら
若
手
芸
人

が
実
際
に
１
年
間
和
島
地
域
で
生
活
し
、

米
作
り
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、

農
業
の
振
興
が
地
方
創
生
の
中
で
１
つ

の
大
き
な
流
れ
に
な
っ
て
い
る
証
拠
で

あ
り
、
長
岡
の
農
業
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

の
高
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
生
か
し
た
観
光
・

交
流
、
商
工
、
福
祉
と
の
連
携
な
ど
、

複
合
的
な
施
策
の
展
開
が
今
後
も
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

細井　良雄 議員
（３期・共産党市議団）

　
　
　
福
島
第
一
原
発
の
事
故
を
踏
ま

　
　
え
、
可
視
化
さ
れ
た
情
報
伝
達
シ

ス
テ
ム
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、
本
市

の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　
原
子
力
災
害
に
お
い
て
重
要
な

　
　
こ
と
は
、
正
確
な
情
報
に
基
づ
き

慌
て
ず
整
然
と
行
動
す
る
こ
と
で
あ
る

と
考
え
る
。

　
緊
急
時
に
は
、
国
や
県
か
ら
情
報
が

入
る
と
と
も
に
、
事
業
者
か
ら
は
安
全

協
定
に
基
づ
き
直
接
電
話
や
メ
ー
ル
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
な
ど
で
通
報
が
入
り
、
さ

ら
に
職
員
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
情
報
の
伝
達
は
、
緊
急
告

知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
、
エ
リ
ア
メ
ー
ル
、
テ

レ
ビ
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
あ
ら
ゆ

る
手
段
を
活
用
し
、
市
民
に
対
し
迅
速

に
提
供
し
て
い
く
。

　
　
　
福
島
第
一
原
発
の
現
地
視
察
の

　
　
結
果
を
今
後
の
広
域
避
難
に
ど
う

つ
な
げ
て
い
く
の
か
伺
う
。

　
　
　
今
回
の
視
察
で
は
、
徹
底
し
た

　
　
安
全
対
策
に
加
え
、
広
域
避
難
に

お
け
る
国
や
県
な
ど
関
係
機
関
に
よ
る

支
援
体
制
の
構
築
が
重
要
で
あ
る
と
認

識
し
た
。

　
現
地
視
察
し
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
で
は
、
施
設
内
外
の
放
射
線
量
な
ど

を
考
慮
し
た
冷
静
な
対
応
を
と
り
、
事

故
後
は
福
島
県
内
の
社
会
福
祉
施
設
と

連
携
し
、
県
や
社
会
福
祉
協
議
会
と
相

談
し
な
が
ら
、
最
終
的
に
東
北
６
県
と

の
応
援
協
定
締
結
に
至
っ
て
い
る
。

　
こ
の
視
察
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
国

や
県
な
ど
の
関
係
機
関
へ
提
供
し
た
の

で
、
今
後
の
支
援
体
制
の
構
築
議
論
に

生
か
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
。

庭
の
経
済
状
況
に
か
か
わ
ら
ず
子
ど
も

た
ち
が
安
心
し
て
学
べ
る
環
境
づ
く
り

を
進
め
る
」
こ
と
を
掲
げ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
今
後
も
全
て
の
子
ど
も
が
夢
と
希
望

を
持
っ
て
生
活
で
き
る
社
会
の
実
現
に

向
け
て
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

　
　
　
今
国
会
で
成
立
し
た
児
童
扶
養

　
　
手
当
法
の
改
正
内
容
と
実
施
時
期

等
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
こ
の
た
び
の
児
童
扶
養
手
当
法

　
　
の
改
正
内
容
と
し
て
は
、
経
済
的

負
担
が
大
き
い
第
２
子
及
び
第
３
子
以

降
の
加
算
額
が
増
額
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
。
具
体
的
に
は
、
第
２
子
の
月
額
加

算
額
５
千
円
が
最
大
１
万
円
に
、
第
３

子
以
降
の
１
人
当
た
り
の
月
額
加
算
額

３
千
円
が
最
大
６
千
円
と
な
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
世
帯
で
所
得
に
応
じ
て
増
額
さ

れ
る
。

　
児
童
扶
養
手
当
の
拡
充
は
、
28
年
８

月
分
か
ら
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て

お
り
、
本
市
と
し
て
は
国
の
改
正
内
容

に
沿
っ
た
準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

笠井　則雄 議員
（５期・共産党市議団）

　
　
　
過
去
の
答
弁
を
踏
ま
え
て
考
え

　
　
た
場
合
、
柏
崎
刈
羽
原
発
に
対
し

て
、
国
や
事
業
者
の
検
討
結
果
を
う
の

み
に
せ
ず
に
市
と
し
て
再
稼
働
の
是
非

を
判
断
す
る
こ
と
が
、
本
市
と
し
て
の

基
本
姿
勢
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。

　
新
規
制
基
準
の
適
合
性
審
査
に
合
格

し
た
場
合
、
市
は
国
・
県
・
事
業
者
な

ど
か
ら
再
稼
働
に
対
す
る
同
意
を
求
め

ら
れ
る
立
場
に
あ
る
の
か
。

　
ま
た
、
市
の
判
断
結
果
を
ど
こ
に
ど

の
よ
う
な
仕
組
み
で
伝
え
る
の
か
。

　
　
　
再
稼
働
に
つ
い
て
は
、
国
は
そ

　
　
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
に
応
じ
て

理
解
と
協
力
を
求
め
る
と
し
て
い
る
が
、

ま
だ
当
地
域
で
の
進
め
方
は
定
ま
っ
て

い
な
い
の
で
、
同
意
を
求
め
ら
れ
る
か

に
つ
い
て
は
答
え
ら
れ
な
い
。

　
ま
た
、
現
在
は
新
規
制
基
準
に
基
づ

き
適
合
性
審
査
中
で
あ
り
、
審
査
結
果

を
把
握
し
た
う
え
で
判
断
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
よ
っ
て
、
現
時
点

で
は
、
判
断
結
果
を
伝
え
る
手
段
を
答

え
る
段
階
に
は
来
て
い
な
い
と
考
え
て

い
る
。

　
　
　
再
稼
働
に
対
す
る
市
の
判
断
を

　
　
国
・
県
・
事
業
者
な
ど
に
伝
え
る

仕
組
み
が
整
っ
て
い
な
い
現
在
の
状
況

で
、
市
は
何
の
た
め
に
判
断
を
す
る
の

か
。

　
　
　
柏
崎
刈
羽
原
発
に
つ
い
て
は
、

　
　
現
在
、
適
合
性
の
審
査
中
で
あ
り
、

審
査
結
果
が
明
ら
か
に
な
っ
た
場
合
に

は
、
国
・
県
・
立
地
自
治
体
等
の
判
断

を
見
極
め
な
が
ら
判
断
を
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
何
も
し
な
い
と
い
う
判
断

を
す
る
場
合
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
化
学
物
質
の
削
減
に
つ
い
て

関　貴志 議員
（５期・無所属）

　
　
　
国
内
外
の
交
流
人
口
を
増
や
す

　
　
た
め
、
火
焔
型
土
器
を
東
京
五
輪

の
聖
火
台
に
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

本
市
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　
本
市
で
は
、
長
岡
市
を
含
む
４

　
　
市
１
町
で
構
成
す
る
信
濃
川
火
焔

街
道
連
携
協
議
会
を
組
織
し
、
国
へ
の

陳
情
活
動
の
ほ
か
、
全
国
の
自
治
体
に

呼
び
か
け
て
縄
文
文
化
発
信
サ
ポ
ー
タ

ー
ズ
の
設
立
・
準
備
を
行
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
は
火
焔
型
土
器
を
聖
火
台
に
す

る
前
に
、
縄
文
文
化
と
い
う
も
の
を
も

っ
と
日
本
人
自
ら
も
価
値
を
知
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
、
そ
し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
期
間
に
様
々
な
情
報
発
信
を
し
て

関　充夫 議員
（３期・しん長岡クラブ）

　
　
　
本
市
で
の
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ

　
　
シ
ョ
ン
に
よ
る
交
流
人
口
増
加
に

向
け
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
本
市
は
こ
れ
ま
で
映
画
を
は
じ

　
　
め
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
や
Ｃ
Ｍ
、
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
の
撮
影
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
ロ
ケ
地
に
選
ば
れ
て
お
り
、

ロ
ケ
地
マ
ッ
プ
の
作
成
、
ロ
ケ
地
め
ぐ

り
バ
ス
ツ
ア
ー
の
開
催
な
ど
を
行
っ
て

き
た
。

　
今
後
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
る

Ｐ
Ｒ
や
関
係
者
へ
の
働
き
か
け
の
ほ
か
、

長
岡
ロ
ケ
な
び
と
連
携
し
て
積
極
的
に

撮
影
誘
致
に
取
り
組
み
、
引
き
続
き
交

流
人
口
の
増
加
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
誘
致
を
推

　
　
進
す
る
た
め
の
本
市
の
考
え
を
伺

う
。

　
　
　
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
誘
致
は
、

　
　
年
間
を
通
じ
た
交
流
人
口
の
増
加

に
向
け
た
有
効
な
施
策
と
考
え
て
い
る
。

　
本
市
で
の
開
催
実
績
は
、
平
成
23
年

度
が
54
件
、
27
年
度
は
117
件
と
な
っ
て

お
り
、
ア
オ
ー
レ
長
岡
の
完
成
に
よ
り

開
催
件
数
が
倍
増
し
て
い
る
。
こ
の
こ

と
は
、
駅
と
直
結
し
、
交
通
利
便
性
の

優
れ
た
ア
オ
ー
レ
長
岡
に
よ
る
効
果
が

大
き
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
本
市

は
、
首
都
圏
か
ら
の
優
れ
た
ア
ク
セ
ス

環
境
の
ほ
か
、
ハ
イ
ブ
長
岡
や
リ
リ
ッ

ク
ホ
ー
ル
な
ど
の
充
実
し
た
受
入
施
設

も
有
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
優
位
性
の
ほ
か
、
長
岡
の
食

な
ど
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も

に
、
３
大
学
１
高
専
を
は
じ
め
と
す
る

教
育
機
関
や
民
間
に
お
け
る
各
種
学
会

等
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
市
全
体
で
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
誘
致
に
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

桑原　望 議員
（４期・無所属）

五十嵐　良一 議員
（１期・民成クラブ）

い
こ
う
と
い
う
会
で
あ
る
。

　
ま
ず
は
縄
文
文
化
が
世
界
に
誇
る
環

境
共
生
型
の
日
本
固
有
の
文
化
で
あ
り
、

そ
の
中
に
聖
火
台
と
い
う
の
が
位
置
づ

け
ら
れ
る
よ
う
に
情
報
発
信
し
て
い
き

た
い
。

　
　
　
長
岡
リ
ジ
ュ
ベ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に

　
　
お
け
る
交
流
人
口
の
将
来
像
を
伺

う
。

　
　
　
長
岡
花
火
や
各
地
域
の
宝
に
よ

　
　
る
観
光
客
の
増
加
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
自
然
体
験
等
に
よ
る
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
や
教
育
旅
行
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
機
会
を
捉
え
て
本
市
を
訪
れ
る
人

を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

　
具
体
的
に
は
、
観
光
や
交
流
事
業
を

き
っ
か
け
と
し
た
顔
の
見
え
る
関
係
づ

く
り
や
、
息
の
長
い
交
流
を
進
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
し
将

来
的
な
定
住
に
つ
な
げ
た
り
、
長
岡
フ

ァ
ン
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
重
要
性

　
　
に
対
す
る
本
市
の
認
識
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　
　
子
ど
も
の
生
ま
れ
育
っ
た
環
境

　
　
に
よ
っ
て
将
来
が
左
右
さ
れ
た
り
、

貧
困
の
連
鎖
に
よ
っ
て
将
来
が
閉
ざ
さ

れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め

に
必
要
な
環
境
の
整
備
、
あ
る
い
は
教

育
の
機
会
均
等
を
図
る
貧
困
対
策
は
、

極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

　
昨
年
の
12
月
に
新
教
育
委
員
会
制
度

に
基
づ
き
策
定
し
た
教
育
大
綱
で
は
、

５
つ
あ
る
指
針
の
１
つ
に
「
保
育
・
教

育
に
か
か
る
費
用
負
担
を
軽
減
し
、
家

※３　フィルムコミッション：映画、テレビドラマ、CM、商業写真など、あらゆるジャンルのロケーション撮影を誘致して、実際のロケをスムーズに進めるためのサポート業務を行う非営利団体をいう。

※

3

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
合
意
内
容
と

そ
の
影
響
に
つ
い
て

長
岡
市
の
米
作
を
中
心
と
し
た

　
　
　
農
業
経
営
の
実
態
と

今
後
の
対
応
に
つ
い
て

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
等
の

現
地
視
察
に
つ
い
て

子
ど
も
の
貧
困
に
つ
い
て

柏
崎
刈
羽
原
発
の

再
稼
働
問
題
に
つ
い
て

長
岡
リ
ジ
ュ
ベ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に

　
お
け
る
交
流
に
つ
い
て

交
流
人
口
増
加
に
つ
い
て
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議会情報を発信中！
　本会議・委員会の詳細は、会議録またはホームページ上
の会議録検索システムをご覧ください。
（６月定例会の本会議・常任委員会の会議録は８月下旬発行
予定です）
■会議録をご覧になれる場所
　アオーレ長岡（東棟１階行政刊行物コーナー、東棟３階
情報公開コーナー、西棟４階議会事務局）、各支所、市立
図書館など
■会議録検索システム、インターネット録画中継、議会の
日程⇒「長岡市議会ホームページ」にアクセス

長岡市議会 検索

まちづくり・新エネルギー対策特別委員会

人口減少対策特別委員会

　自動車を運転しない高齢者等の交通弱者の日常生活の足をどのように維持・確保していくかが重要な課題であるとの
認識のもと、「市民の足（交通手段）の確保対策」について検討し、次の３項目を提言としてまとめました。
①既存路線バスの維持について
　平成14年の道路運送法の改正以降、バス事業者の判断により届け出だけで不採算路線を廃止できるようになったため、
利用者の少ない路線は廃止の危機にあります。このため、その維持に向けた更なる取り組みなどを求めます。
②地域生活交通について
　現在、小国地域、川口地域、山古志地域・太田地区の３地域で運行されている地域生活交通を将来にわたって維持し
ていくためには、過度な補助金に頼ることなく、より効率的な運行を目指し、地域のニーズに合わせて住民主体で運行
の見直しを図る必要があります。
③公共交通利用促進のための取り組みについて
　市民全体が意識して公共交通を積極的に利用することが求められているほか、バス停上屋整備をはじめとする公共交通の利用環境の改善などが必要とな
ります。

　持続可能な地域生活交通を導入・運営していくためには、地域住民が主体となり、自分たちの手でつくり、守り、育てていくことが必要であることから、市民、
交通事業者、行政が連携・協働し取り組んでいくことが重要です。

　長岡版総合戦略「長岡リジュベネーション～長岡若返り戦略～」に沿った中で調査・研究を行い、とりわけＵ・Ｉターン
の促進支援策に関し、今後必要な施策として次の５項目を提言としてまとめました。
①Ｕ・Ｉターンに関する窓口体制の整備
　就職先、住居、受け入れ地域の調整がワンストップで総合的に対応できる窓口体制の更なる推進を提案します。
②意識調査の実施
　進学や就職で長岡を離れた若者に対し、成人式などを活用しＵターンなどに関する意識調査の実施を提案します。
③情報発信手段や方法の検討
　家族間でＵ・Ｉターンについて話す機会を設けるため、Ｕ・Ｉターンに関する事業などをまとめた冊子の全戸配布を提案し
ます。
④女性が活躍できる環境づくり
　女性のライフステージのニーズに合わせた支援策の充実のため、あらゆる分野で女性自身からの声が政策に反映される仕組みづくりを提案します。
⑤お試し移住の推進
　地方移住を希望する若者（特に女性）に長岡での生活を半年程度体験してもらい、その中で長岡の魅力を発見し情報発信することで移住促進につなげる
ことを提案します。

　人口減少に歯止めをかけるのは市民であり、事業の実施に当たっては、行政と市民の協働が必要不可欠であり、今後も長岡リジュベネーションの進捗状
況を注視するとともに、実効性のある事業が実施されるよう提言していきます。

常任委員会常任委員会議会運営委員会議会運営委員会

特別委員会の活動を報告します（６月定例会において各委員長から報告された中間報告の抜粋です。）

総務委員会
（定数 10 人　現員９人）

総務部、財務部、消防本部などに
関連する事項を審査

◎高見　美加　○笠井　則雄
　池田　和幸　　中村　耕一
　永井　亮一　　杵渕　俊久
　古川原直人　　松井　一男
　加藤　一康

文教福祉委員会
（定数８人　現員８人）

福祉保健部、教育委員会などに
関連する事項を審査

◎丸山　広司　○関　　充夫
　五十嵐良一　　池田　明弘
　深見　太朗　　諸橋　虎雄
　長谷川一作　　酒井　正春

産業市民委員会
（定数８人　現員８人）

市民部、環境部、商工部、農林水産部などに
関連する事項を審査

◎山田　省吾　○加藤　尚登
　田中　茂樹　　服部　耕一
　大竹　雅春　　藤井　達徳
　小熊　正志　　小坂井和夫

（定数 12 人　現員 12 人）
議会運営に関連する事項を協議

◎松井　一男　○永井　亮一　　高見　美加
　中村　耕一　　加藤　尚登　　丸山　広司
　諸橋　虎雄　　丸山　勝総　　水科　三郎
　長谷川一作　　高野　正義　　小坂井和夫

建設委員会
（定数８人　現員８人）

都市整備部、土木部、水道局などに
関連する事項を審査

◎広井　　晃　○細井　良雄
　丸山　勝総　　桑原　　望
　水科　三郎　　高野　正義
　関　　貴志　　五井　文雄

新しい委員を選任しました
　６月定例会において議会運営委員会、常任委員会の委員の改選を行いました。
　各常任委員会は、関係する部局の事務や議案、請願などを専門的に審査します。なお、委員の任期は１年です。

地方移住のための空き家見学の様子
（提供：長岡市）

◎委員長　○副委員長

山古志地域で運行しているコミュニティバス
（提供：特定非営利活動法人中越防災フロンティア）
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会派別議員名簿 （６月27日現在）　

市 民クラブ

共産党市議団

民 成クラブ

長岡市公明党

無 所 属

し ん 長 岡

ク ラ ブ

松井　一男　　丸山　広司

加藤　尚登　　高見　美加

田中　茂樹　　池田　和幸

深見　太朗　　大竹　雅春

広井　　晃　　古川原直人

丸山　勝総　　長谷川一作

酒井　正春　　高野　正義

五井　文雄　　小熊　正志

杵渕　俊久　　山田　省吾

関　　充夫　　永井　亮一

水科　三郎

笠井　則雄　　諸橋　虎雄

服部　耕一　　細井　良雄

加藤　一康　　五十嵐良一

小坂井和夫

中村　耕一　　池田　明弘

藤井　達徳

Ａ　桑原　　望

Ｂ　関　　貴志

Ｃ　関　　正史（議長）

　各常任委員会では、議案審査のほかにそれぞれ担当する事業等について質問する「所
管事項に関する質問」を行っています。ここでは、質問の一部を掲載しています。
　詳しくは会議録（８月下旬発行予定）、インターネット録画中継をご覧ください。

６月定例会
常任委員会の所管に関する質問
総務委員会 文教福祉委員会
●柳原分庁舎跡地の具体的な計画と利用方法
●育児と仕事の両立のために重要なワーク・ライフ・バランスの推進
●３大学１高専との包括連携協定締結後の学生への支援
●災害発生時の支所職員への情報伝達体制
●公表された信濃川浸水想定区域図に対する本市の対応
●地域おこし協力隊の導入時期に対する考えや応募の現状
●福島原発事故避難者への本市の支援の取り組み

など

産業市民委員会 建設委員会
●新潟空港への新幹線延伸の取り組み
●本市における街路樹の本数とその苦情の内容・件数
●蔵王橋の現況交通量と長岡北スマートＩＣの計画交通量
●新技術・新工法の公共事業への取り組み
●市内におけるパークアンドライドの取り組み状況と塚山駅のパークアンドライ
ド駐車場及び消雪施設の整備

など

●認知症行方不明者の現状と今後の解消に向けた取り組み
●認知症の早期診断・早期対応における認知症初期集中支援チームの取り組みの
成果と課題

●臨時福祉給付金の申請受付など今後の事業スケジュール
●介護保険サービス利用の相談を受けた場合の要介護認定の申請受付
●火焔土器モニュメント等の活用
●中・高校生の放課後の居場所機能を持つ施設の必要性

など

●大規模イベント時における中心市街地での各個店への誘客の取り組み
●若者の米離れと米の消費拡大策
●「世界が先生－国際人育成事業－」の周知方法や今後の取り組み
●食品ロスの削減に向けた取り組みと今後の方向性
●縄文文化・火焔土器を活かした観光誘客
●観光案内所やまちなか観光プラザの運営状況
●不用品回収業者に対する廃棄物処理の許可や今後の対応

など

　人権擁護委員に次の方を推薦することに
同意しました。

人権擁護委員の推薦に同意

藤﨑　和子　氏（新任）

議　案　等

会　派　名
（　）は所属議員数

会派別議案等賛否一覧表

○：会派全員が賛成　　×：会派全員が反対

市
民
ク
ラ
ブ
⒃

し
ん
長
岡
ク
ラ
ブ
⑸

共
産
党
市
議
団
⑷

民
成
ク
ラ
ブ
⑶

長
岡
市
公
明
党
⑶

無

所

属

Ａ

無

所

属

Ｂ

議決結果

市

長

提

出

議

案

等

専 決 処 分 市税条例等の一部改正　ほか４件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承 認

補 正 予 算

平成 28 年度一般会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成 28 年度国民健康保険事業特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成 28 年度介護保険事業特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成 28 年度と畜場事業特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

条　
　
　
　

例

制 定 社会福祉センター条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

一部改正

長岡市議会議員及び長岡市長の選挙における選挙運動の公費負担に
関する条例及び長岡市長の選挙におけるビラの作成の公費負担に関
する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

運動公園条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

志保の里荘条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

地域包括支援センターにおける包括的支援事業の実施に係る職員の
員数等の基準に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

風致地区条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

そ の 他

市道路線の変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

契約の締結（柳原分庁舎解体工事）　ほか５件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

財産の取得（水槽付消防ポンプ自動車）　ほか８件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

人 事 人権擁護委員の推薦 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同 意

請　　　　願 労働時間と解雇の規制強化を求める意見書の提出に関する請願 × × ○ ○ × ○ ○ 不 採 択

６月定例会



　５月５日から８日に関正史議長が姉妹都市である
ドイツ・トリアー市を訪問しました。
　来年の姉妹都市調印10周年記念事業に向けた打合
せを行ったほか、長岡日独協会総会に出席しました。
　また、滞在中に歓迎セレモニーが催され、和やか
な雰囲気のもと両市の交流を深めました。

　市議会では、議員の調査研究の一環として、毎年市有施設や民間施設などを視察して
います。
　今年は７月14日に総務委員会と文教福祉委員会が、15日に産業市民委員会と建設委員
会の委員がそれぞれ合同で視察を行いました。

＜視察場所＞
　総務委員会・文教福祉委員会（14日）
　 •マンマ・サポート・プロジェクト
　　長岡（福住３）
　 •子育ての駅みしま「もりもり」
　　（上岩井）
　 •馬高縄文館（関原町１）
　 •西部丘陵東地区（火力発電所予定地）
　　（深沢町ほか地内）

　産業市民委員会・建設委員会（15日）
　 •都市計画道路槇山町亀貝線（城岡３地内）
　 •長岡北スマートIC（上野町ほか地内）
　 •与板ビール園（与板町）
　 •西部丘陵東地区
　　（ヨネックス㈱）（高頭町）
　　（火力発電所予定地）（深沢町ほか地内）

　市議会では、議員の調査研究の一環として、毎年市有施設や民間施設などを視察しています。
　今年は７月14日に総務委員会と文教福祉委員会が、15日に産業市民委員会と建設委員会の委員がそれぞれ合同で視察を行いました。

市議会の活動状況市議会の活動状況

７月28日・29日
熊本県阿蘇市町村議長会が本市を視察

８月10日　議員協議会を開催

　平成28年熊本地震からの復旧・復興にあたり、阿蘇市町村議長会が本市
を訪れました。
　中越大震災からの復旧と復興の取り組
み、防災計画や防災体制のほか、震災後
の課題や問題点などについて活発な質疑
を受けました。
　山古志地域・木籠集落の水没家屋のほか、
やまこし復興交流館おらたるや竹沢団地
復興住宅などの視察を行いました。

　今後の市政について、市長から説明があり、その中で市長の職を辞し、
10月16日執行予定の県知事選挙に立候補することが表明されました。

　森市長は長岡市出身の67歳。東大卒
業後、旧建設省に入省し、建設省住宅
局地域住宅計画官を経て、平成11年に
長岡市長選挙に立候補し初当選しまし
た。現在５期目。
　また、平成21年６月から現在まで、
４期連続で全国市長会会長を務めてい
ます。

７月14日・15日　常任委員会が市内現地視察を実施

８月１日
長岡市平和祈念式典に出席

　今年も長岡市主催の「長岡市平和祈念式典」が、アオーレ長岡アリー
ナを会場に開催されました。
　式典の始めに黙祷がささげられ
た後、森市長、関正史議長のあい
さつ、戦災殉難者遺族会代表など
による献花、空襲体験者による長
岡空襲のお話、高校生による非核
平和都市宣言の朗読などが行われ
ました。

５月５日　
ドイツ・トリアー市を訪問

７月19日　議員協議会を開催
　国土利用計画（長岡市計画）の計画案について、市から説明を受
けました。この計画は、市の区域について定める総合的かつ計画的
な国土の利用に関する計画であ
り、市における土地利用に関す
る行政上の指針となるものです。
　議員協議会では本市の区域に
おける国土の利用に関する基本
構想などが示され、質疑や意見
交換を行いました。

山古志での行政視察の様子

式典であいさつをする関正史議長

国土利用計画について市から説明

ゲストブックにサインをする関正史議長

今後の市政について市長から説明

子育ての駅みしま「もりもり」 馬高縄文館 工事中の長岡北スマートIC（平成28年度完成予定） 工事中の与板ビール園（７月30日オープン）

総務委員会・文教福祉委員会（14日）
●マンマ・サポート・プロジェクト長岡（福住１）
●馬高縄文館（関原町１）　●子育ての駅みしま「もりもり」（上岩井）
●西部丘陵東地区（火力発電所予定地・深沢町ほか地内）

産業市民委員会・建設委員会（15日）
●都市計画道路槇山町亀貝線（城岡３地内）　●与板ビール園（与板町与板）
●長岡北スマートIC（上野町ほか地内）
●西部丘陵東地区（ヨネックス㈱・高頭町）（火力発電所予定地・深沢町ほか地内）
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５月

11日
議会運営委員会

人口減少対策特別委員協議会

６月
6日 まちづくり・新エネルギー対策特別委員協議会

10日
議会運営委員会

人口減少対策特別委員会

14日 ６
月
定
例
会
（
14
日
間
）

議会運営委員会

本会議（招集日）

15日 本会議

16日 本会議

20日 建設委員会

21日
産業市民委員会

まちづくり・新エネルギー対策特別委員会

22日
６
月
定
例
会

文教福祉委員会

23日 総務委員会

27日
議会運営委員会

本会議（最終日）

７月

11日
克雪・危機管理・防災対策特別委員会

大河津分水・長岡東西道路整備推進特別委員会

14日 総務委員会、文教福祉委員会市内現地視察

15日 産業市民委員会、建設委員会市内現地視察

19日 議員協議会

８月
5日 議会運営委員会

10日 議員協議会


